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1.事業計画書

盆踊りでつなぐ、ふるさとコミュニティ育成事業

【目 的】

地域をあげて開催される三島まつり前夜祭の風物詩である「盆踊り大会」は、地

域内住民や帰省者t地域外来場者等とのコミュニケーションを図るための重要な機

会である。

三島まつり実行委員会からの要請で「櫓 」の貸し出しと運営を行っており、今

後もふるさと三島への郷土愛や地域の団結力を高めるため、全面的に協力していき

たい。

盆踊り大会で必要不可欠なツールである「櫓 」は、過去、雨の中での三島まつ

りで使用したことで、歪み等の傷みが激しく使用に危険になったため、修復資材の

助成をお願いするもの。
事 業 目 的

事 業 内 容

【内 容】※別紙参照

平成 20年から三島まつり、前夜祭の盆踊り大会でまつり広場の中心に「やぐら」

は据えられて、笛・太鼓・音頭の拠点として活躍 しています。この可動式の 「やく
゛

ら」の特徴は全て木製で釘。ネジを 1本も使わずに組立てられるもので、近隣では

外にないものと思っております。

このような事から老朽化してはお りますが、「やく
゛
ら」の維持保存に取組みなが

ら、伝統文化の継承に地域全体で取組み、三島まつりを盛り上げていくとこで三島

地域の郷土愛や団結を図るため計画するものです。

修復に必要な原材料費 (資材)の助成をお願いするもので、修復作業に関する経費

は実施団体で負担します。

【スケジュール】

平成 26年度

4月  材料調達 (特 に十分な乾燥材が必要)

5月  加工製作

6月  既存部分との整合・調整

7月  組み立て、完成・・・格納
8月  三島まつり盆踊り大会、その他盆踊りでの活用

～ 9月

事業実施

までの

スケジュール

上岩井町内会
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2.収支予算書

収入の部

訳

ふるさと創生基金

自
己
資
金
口特
定
財
源
等

99,112 上岩井町内会、みしま盆踊り連絡会議

上岩井盆踊りやぐら保存会、上岩井歌謡愛好会

231,112

(単位 :円 )

(単位 :円 )支出の部

項  目 予算額 内 訳

原材料費
132,000

櫓修復資材一式          132,192円
やぐら土台 杉 49,000円 5000*150*170 2本

手摺下部 杉 29,000円 3000*130*90  4本

手摺笠木 杉 28,000円 3000*105*106 4本

大引き  杉 12,000円 2000*75*75  4本
根太   杉 2,000円 2000*45*45  2本
根太   杉 2,400円 2000*105*45  1本

122,400 H Xl.08=132,192円

技術指導料 99,112

仮組調整費            99,112円
既存土台等との歪み調整“再加工経費については、

専門的知識を有する方から指導いただきながら共同作

業

合  計 231,112


